
 

ART in PARK HOTEL TOKYO 2018 過去最高入場者数にて閉幕  
入場者数 2600名 (昨年比:1855 名)  
売上総額 6560万円 (昨年比: 4140万円)

報道関係各位  
PRESS RELEASE

ART in PARK HOTEL TOKYO 2018 好評の内に閉幕いたしました

パークホテル東京を舞台に、3回目の開催となった現代美術の
アートフェア「ART in PARK HOTEL TOKYO 2018」が、3月
9日(金) ・10日(土)・11日（日） [Pre-view 8日(木)] に好評の
内に閉幕した。 
今回の開催では、「アートフェア東京」と開催時期を合わせ4
日間開催し、フェア会期中の入場者数は合計2600名*、4日間
の売上総額は6560万円に上り、平均単価は16.4万円という結
果であった。  

3回目の開催で認知度も徐々に上がり、アートフェア東京をは
じめ、3331 ART FAIRやASIAN ART AWARD 2018など、周辺
で行われるアートイベントと共同し、イベントの共通チケッ
トや周遊バスの運行等の連携をとったことも功を奏してか入
場者数は大きく増加した。 

[ 内訳 ]招待者・プレス向け初日プレビューは、680名 一般公開日は金460、
土780、日680名の入場者数で合計2600名。 

出展ギャラリーの様子                   
特別注目を浴びていたのは、一貫して円を連ねて描くことで絵画を成立させている桑原盛行(gallery a-
cube、東京)の新作絵画、繊細な線描で植物記述をおこなうドイツ人の女性作家アストリッド・コッペ（小
出由紀子事務所、東京）、「顕現する絵画／彫刻」というテーマで、北辻良央や竹内義郎等5名の作家を
紹介した+Y Gallery(大阪)、新聞を用いた立体作品を窓際に展示し注目を浴びた富田菜摘(ギャルリー東京
ユマニテ、東京)等、各ギャラリーが趣向を凝らした作品展示をおこない来場者を惹きつけた。 

2.Gallery a-cube、東京： 
壁面桑原盛行の作品を中心に紹介

3.小出由紀子事務所、東京： 
アストリッド・コッペ　作品

4.+Y Gallery、大阪： 
橋本倫、竹内義郎等5名の作家を紹介

1.フェア会場の吹き抜け空間
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8.ニッカウィスキーとイリカフェ協賛によるスペシャルラウ 9.スペシャルラウンジ内の寺田倉庫PRブース
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10.Tokyo Art Nightの様子 11.ホテル考案のスペシャルカクテルとお料理

関連イベント 
スペシャルラウンジ  
フェア会場内では、国内外で非常に重要の高い「ニッカウヰスキー」とイリカフェ社による「illy coffee」
が試飲できるラウンジが期間限定で出現し、フェア来場者の寛ぎの場として連日賑わいをみせた。ラウン
ジ内では寺田倉庫のPRブースも出展された。

Tokyo Art Night 
初日夜には、アートフェア東京との合同パーティー「Tokyo Art Night」が開催され、関係者が大勢集い相
当な賑わいをみせた。アーティスティックなスペシャルカクテルと、見た目にも美しいお料理がパーティ
に華を添えた。 

5.ギャルリー東京ユマニテ、東京： 
富田菜摘の作品を中心に紹介

6.CRISPY EGG Gallery、神奈川： 
特別展示「Preview AiPHT」菊池達史 
作品

7.サイギャラリー、大阪： 
特別展示「Preview AiPHT」大洲大作に
よる31階EV前のインスタレーション作品

特別展示「Preview AiPHT」では、25階のフェア受付周辺を鮮やかに彩った菊池達史(CRISPY EGG 
Gallery、神奈川)の絵画作品や、31階のEV前にインスタレーションを展開した大洲大作(サイギャラリー、
大阪)の作品をはじめ計17名の作家が2フロアにわたり作品展示をおこない、AiPHT来場者のみならず、ホ
テル利用者をも魅了する作品が並んだ。
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トークイベント 
一般公開日の3日間で3本のトークを開催。金曜日と土曜日には「アーティストルームができるまで」と題
し、31階のアーティストルームを手がけたアーティストのトークを開催。9日(金)にはふるかはひでたか、
10日(土)には三橋鎌幽をゲストに招き、制作秘話や実際にアーティストルームの見学が行われた。日曜日
には「金沢21世紀美術館館長　島敦彦氏トークショー」が行われた。トークの参加者からは、現代美術に 
より親しみを持つことができたという声を多く得ることができた。

右上から (11)9日アーティストトークゲスト：三橋氏  (12)10日アーティストトークゲスト：ふるかは氏、
(13)11日トークゲスト島氏(写真右)と聞き手の加藤氏(写真左) 
右下 (14)三橋氏の手がけたアーティストルーム  (15)ふるかは氏の手がけたアーティストルーム

フェア来場者からは「毎年楽しみにしています。」「昨年こちらで知った作家さん後日個展で作品を購入
したり、今年も1点購入したものがあり、新しい作品との出会いの場となっています。」「昨年よりも『購
入しやすい』『家に飾りやすい』『コレクターでなくて買おうと思う』作品が多かったように思います。」
「アートフェア東京に毎年行っていたのですが、こちらは初めて来ました。3331などへ無料シャトルバス
が出ていて便利です。」という声が寄せられた。これまで継続してきた成果が伺えると同時に、今回のアー
トフェア東京を始めとするアートイベントの同時期開催でAiPHTも東京のアートシーンの盛り上がりの一
翼を担うことができたのではないかと感じる。 
次回の開催については未定だが、今後も東京とその他の地域のギャラリーのネットワークを強めていき、
大きな動きとして日本の現代美術を国内外に発信してく流れを作れるよう、力を注いでいきたいと思う。 
末筆になりますが、ART in PARK HOTEL TOKYO 2018 の開催にあたりご支援下さいました関係機関、関
係企業の皆様に、心よりお礼申し上げます。 
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開催概要 
開催日時:2018年3月8日(木)-11日(日) 
プレビュー:3月8日(木)16:00-22:00 ※招待客・プレス関係者のみ 
一般公開:3月9日(金) 11:00-20:00 
　　　　3月10日(土) 11:00-20:00 
　　　　3月11日(日) 11:00-17:00 ※ご入場はフェア終了の1時間前まで 
フェア会場:パークホテル東京 26階、27階(2フロア貸切) 
〒105-7227 東京都港区東新橋1丁目7番1号 汐留メディアタワー (フロント25階) 
T. 03-6252-1111(代表)　U. http://parkhoteltokyo.com 
・JR、東京メトロ・都営地下鉄「新橋駅」より徒歩7分 
・都営地下鉄大江戸線「汐留駅」直結(7、8番出口)/ 新交通ゆりかもめ「汐留駅」直結 
出展ギャラリー:42ギャラリー 
当日券:¥1,500-. / 1day pass ※チケットはフェア受付にてお買い求め下さい  
共催:ART OSAKA 実行委員会 / パークホテル東京 
協賛:寺田倉庫 / TERRADA ART ASSIST株式会社 / アサヒビール / ニッカウヰスキー / (株)ライブアート
ブックス / イリカフェ社 / プリムス株式会社 / Square(スクエア) 
後援:ワンピース倶楽部 / パトロンプロジェクト / アートのある暮らし協会  
メディアパートナー:イープラス 
パートナーイベント:アートフェア東京2018 / 3331 ART FAIR 2018 / Asian Art Award 2018 supported by 
Warehouse TERRADA 
公式ウェブサイト:www.aipht.artosaka.jp

ART in PARK HOTEL TOKYO 2018 出展ギャラリー一覧   *印はAiPHT初出展ギャラリー  
[東京] ギャルリー東京ユマニテ、MEM、*双ギャラリー、FUMA Contemporary Tokyo| 文京アート、 
画廊香月、*hpgrp GALLERY、西村画廊、gallery21yo-j、*小出由紀子事務所、*Sansiao Gallery 
*RISE GALLERY、ロイドワークスギャラリー、みうらじろうギャラリー、*MA2Gallery、 
GALLERY SIDE 2、gallery a-cube　 
[神奈川]*CRISPY EGG Gallery  
[栃木]M画廊 
[愛知]*LAD GALLERY、AIN SOPH DISPATCH、ジルダールギャラリー、*GALLERY APA、GALLERY IDF 
[京都]MORI YU GALLERY、ART OFFICE OZASA / ozasakyoto、*Finch Arts 
[大阪]*Nii Fine Arts、TEZUKAYAMA GALLERY、サードギャラリーAya、サイギャラリー 、 
ギャラリーほそかわ、ギャラリーノマル、*ブルームギャラリー、Yoshiaki Inoue Gallery、 ギャラリーヤマ
グチ クンストバウ、+Y Gallery、アートコートギャラリー、ギャラリー風、 Note Gallery、*studio J 
[台湾]AKI Gallery  
[韓国]Gallery Shilla


